
 

 

 

 

 

 

２ 一面の広野に 一本の樹が 

  土と向かい合い 蒼々と繁る 

  一年にひとつの 年輪のための 

  見えない営み 想いをはせる 

春夏秋冬 全て受け入れて 

苦しさをこえてこそ 深く 深く 

 

 

 

 

 

 

秋の次には 冬がまた来る 

君の心にも立つ 一本の樹よ 
 
春夏秋冬 めぐる繰り返し   
 
春の次には夏がまた来る 

夏の次には秋がまた来る 

君の心にも立つ 一本の樹よ 

詞  奥田 祐子       曲  瀧口 貴博 
 

（Ｃ）ザ・わたしたち


